
マルチファインアイ 

（AI による舗装損傷診断システム） 

福田道路株式会社 



1

１．マルチファインアイとは 

マルチファインアイは、ＡＩ（人工知能）を使用することにより、舗装路面の映像からひび

割れ、わだち掘れの損傷レベル区分を自動診断するシステムです。 

従来実施していた、目視による舗装の点検調査業務を代替できる点検システムです。 

本システムの特徴は以下の通りです。 

・省力化 

大量の画像、長時間の映像を１つ１つ診断する必要が無く、人手作業が軽減できます。 

・経済性の向上 

データ解析・処理の自動化により、安価で、工期を大幅に短縮できます。 

・視える化 

判定結果のグラフ、地図、動画を連動させて表示し、現地へ行かずに損傷路面が確認でき

ます。 

マルチファインアイのフローを図－１に示します。各工程の詳細を１．１～１．４に記載し

ます。 

図―１ マルチファインアイのフロー 

１．１ 計画準備

１．２ 現地調査

１．３ ＡＩ判定

１．４ データ整理
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１．１ 計画準備 

点検調査する道路区間の周辺環境、交通状況等について、現地調査する前に道路管理者等と

協議し注意事項等を確認します。 

マルチファインアイで点検調査できる道路条件は、以下の通りです。 

・ 対象路面は、アスファルト舗装 

・ 一般車両が走行可能な道路(時速 70km/h 以下) 

・ 幅員が 3.5m 以下の道路 

・ GPS が受信可能な道路(トンネル等を除く) 

・ 路面が乾燥していること(水たまり、積雪が無い) 

その他の留意点 

・ 点検する道路区間の周辺状況・交通状況等について、現地調査前に道路管理者等と協議

を行い、注意事項等を確認すること。 

・ GPS 受信環境を確認すること(ただし、GPS が受信できない区間においても、距離情報

があれば車両位置を推定しデータ解析・分析することは可能)。 

・ 一車線ごとの走行であり、複車線の同時点検は不可能となるため、現場条件と点検計画

を確認すること。 

・ 測定車両の位置情報は GPS により取得するため、測点(KP 等)を基点とした結果の集

計、表示には、測点(KP 等)の GPS 情報が必要となる。 
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１．２ 現地調査 

現地調査は、計測車両に GPS 機能付きビデオカメラを設置して実施します。 

ビデオカメラの設置状況を写真－１に示します。 

写真－１ 計測状況 

撮影画像のイメージを写真－２に示します。 

画像の下側３分の２に、ひび割れ、わだち掘れがブレなく撮影できていることを確認してく

ださい。 

写真－２ 撮影画像の例 

車両の位置情報を GPS で計測することで、撮影画像の道路位置を特定します。 

点検調査の対象道路の起終点にマーキングが必要な場合は、道路管理者等との調整により実

施してください。 
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１．３ ＡＩ判定 

ＡＩ判定は、撮影した映像を静止画として切り出し、ＡＩ（人工知能）の機械学習技術を使

用することにより、ひび割れとわだち掘れの診断区分を同時に自動判定します。 

ＡＩによる自動判定には、事前に路面画像と診断区分のデータをセットで学習させたＡＩを

使用します。 

ＡＩ判定では、撮影した映像から切り出した静止画を学習済みのＡＩに入力することで、ひ

び割れとわだち掘れのそれぞれの診断区分を同時に出力します。 

ＡＩ判定の概要を図―２に示します。 

図―２ ＡＩ判定の概要 
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ＡＩ判定における診断区分は、「舗装点検要領（Ｈ２８年１０月 国土交通省 道路局）」に基

づいて設定しています。 

わだち掘れの診断区分は次の３段階で判定します。 

・診断区分Ⅰ：損傷レベル小（わだち掘れ量 0～20mm程度） 

・診断区分Ⅱ：損傷レベル中（わだち掘れ量 20～40mm程度） 

・診断区分Ⅲ：損傷レベル大（わだち掘れ量 40mm程度以上） 

ひび割れの診断区分は次の３段階で判定します。 

・診断区分Ⅰ：損傷レベル小（ひび割れ率 0～20%程度） 

・診断区分Ⅱ：損傷レベル中（ひび割れ率 20～40%程度） 

・診断区分Ⅲ：損傷レベル大（ひび割れ率 40%程度以上） 
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１．４ データ整理 

マルチファインアイのアウトプットは、現地調査で撮影した動画と２ｍ毎のＡＩ判定の結果

です。ＡＩ判定の結果は、ＣＳＶファイルとして出力されます。 

ＣＳＶファイルから作成した帳票の例を図－３に示します。 

図―３ 帳票例 

マルチファインアイでは、専用の閲覧アプリにより、パソコン上で、ＡＩ判定の結果（グラ

フ）と、撮影した映像、地図を同一画面に表示します。撮影した映像の再生と連動して、地図

とグラフの現在位置（地図上の青丸、グラフ上の赤線）が移動します。 

閲覧アプリは、現地へ行かずにパソコン上で場所と損傷状況の確認ができるため、舗装修繕

計画の策定が容易になります。閲覧アプリの表示例を写真―３に示します。

写真－３ 閲覧アプリの表示例 

起点(緯度) 起点(経度) 上り下り 区間長 KP ひび区分 わだち区分 IRI
38.2769563 139.5215629 上り 20 67.400 Ⅰ Ⅰ 2.9
38.2769389 139.521557 上り 20 67.380 Ⅰ Ⅰ 2.6
38.2769214 139.5215512 上り 20 67.360 Ⅰ Ⅰ 2.7
38.276904 139.5215454 上り 20 67.340 Ⅲ Ⅰ 2.5
38.2768866 139.5215396 上り 20 67.320 Ⅲ Ⅰ 2.6
38.2768692 139.5215337 上り 20 67.300 Ⅰ Ⅰ 2.4
38.2768513 139.5215308 上り 20 67.280 Ⅰ Ⅰ 2.6
38.2768334 139.5215283 上り 20 67.260 Ⅱ Ⅰ 2.7
38.2768155 139.5215258 上り 20 67.240 Ⅱ Ⅰ 2.7
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閲覧アプリでは、以前の撮影区間と同じ区間を撮影することで、１００ｍ毎に前回と今回の

ＡＩ判定の差を一覧表に表示します。前回と今回のＡＩ判定の差が大きい場所ほど、劣化の進

行が早い場所であると考えられます。 

一覧表の例を図―４に示します。

図―４ １００ｍ毎の一覧表の例 
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